
5.6 総合討議
提案手法による和歌–現代語訳対からのノンリテラル
要素候補の抽出は，先行研究 [15], [16]に比べ，さらに
絞られただけでなく，ネットワークを構成するノンリテ
ラル要素がどの和歌の翻訳の中で追加されたかという中
間過程も確認できた．しかし，コノテーションに該当し
ない機能的な用語（指示語，代名詞，1語の出現に対し
て複数回訳された語）も多く含まれていた．翻訳の補足
を抽出したとはいえ，コノテーションの抽出手法として
は，機能的な品詞類と同語を除外するなど前処理に工夫
を凝らす必要があると考えられる．
単語アライメントモデルの精度については，人手によ

る作業に比べては低いものの，精度測定の条件にしては
不十分な精度ではなかった．古代語の分析を現代人の主
観を交えない研究の趣旨に貢献できたといえる．
ネットワークの周辺に散見されたノンリテラル要素

は，各々の訳者間で認識が異なることが起因しているの
であれば，コミュニケーション空間におけるエンコード
（言語化）の個人差研究として今後展開できよう．さら
に個人差を越えて，異なる言語変種のパラレルコーパス
から「同じことの異なる言い方（語彙変数）」を検出・収
集し，単語アライメントの技術を（認知）社会言語学の
研究に応用できるであろう．
方法論の拡張性に関しては，本稿で用いた IBM Model

に限らず，さらに発展した単語アライメントモデルの適
用も可能である．使用テキストについて，日本人の翻訳
のみならず，多言語の翻訳を用いることもできる．

6. おわりに
図 1にあるように，(a)［歌人が詠む→（和歌という
信号）←現代語訳者が読む］で明示的に言語化する必要
のないもの（コノテーション）を (b)［現代語訳者が書
く→（現代語訳という信号）←一般読者が読む］でも
正しく伝わるように，訳者が (a)での信号（和歌）を (b)

での信号（現代語訳）へと書き換える．その書き換えと
は，(a)における言外の物事を (b)で明示することであ
る．訳者が歌ことばのコノテーション（の候補）を現代
語訳として明示する行動（ノンリテラルな訳語の挿入）
を，本稿ではパラレルテキストに対する単語アライメン
トの誤り対応として抽出した．さらに，訳者間で共通す
る・共通しない認識をネットワーク形式で可視化した．
その結果，ノンリテラルな訳語は，対象となる歌こと

ばのコノテーションのみならず，現代語の文として成立
させるために必要な機能的な要素も含まれていた．その
ため，コノテーションの抽出手法として，機能語を除外

するなど前処理を工夫する必要がある．また，植物類の
歌ことばの事例では，訳者間で共通したノンリテラルな
訳語が限定され，コノテーションとして補足される表現
の個人差が大きいことが観測できた．
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１．まえがき�
近年，宗教や迷信といったこれまで人文社会科

学で扱われていたトピックが，「宗教の認知科学」

と呼ばれる認知科学や進化人類学（および認知人

類学）を中心とした領域において研究対象として

扱われている[1]–[3]．特に，近年この領域で注目

されているのは「道徳神仮説」(moralizing god 
hypothesis)であり，フィールドおよび実験室にお

ける心理学実験[4]や大規模データベースを利用

した研究[5], [6]がなされている．道徳神仮説とは，

道徳的性格を持ち天上から人々を監視し罰を与

えるような存在（e.g., キリスト教・イスラム教と

いった啓示宗教で想定される神）を信じることが，

治安維持のコストを下げ，人類が社会を大規模へ

拡大するのに役立ったという主張である[4]．一方

で，こうした「道徳神」は必ずしも超越的な能力

を持った行為者である必要はなく，例えばカルマ

といった広範的超自然罰（ broad supernatural 
punishment）にも同様の機能があることが指摘さ

れている[5]．�
上記の道徳神ないしは広範的超自然罰は，背

信・暴力・窃盗といった人間社会における道徳違

反について中心的に議論されてきた．一方で近年，

こうした「道徳的な神」のみならず宗教的な信仰

や呪術・迷信からなる信念体系が，自然環境にお

いて存在する様々な問題を解決することが指摘

されている[3], [7]．本研究では，こうした信念の

中で「タタリ」に着目し，その中でも自然に対し

て害を与えると報復されるという信念に着目す

る．特に，民間伝承には土地開発に伴う環境問題

に対する示唆的な「語り」が含まれることが指摘
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されており，土地を切り開くことや木の伐採に関

連するタタリや呪いの伝承があることが知られ

ている[8]．特にこうした木に関する信仰について

は，「巨樹・巨木林データベース」においても，巨

木には名前が付与され，信仰の対象となっている

ことが確認できる[9]．�
本研究の目的は，こうした自然に対する危害へ

の超自然罰について計量的に把握することであ

る．�
日本における信仰・伝承において，人間が自然

に対して危害を与えることで，タタリといった超

自然罰を受けることが議論されてきたが[8]，いわ

ゆるタタリ伝承のなかでこうした「自然に対する

危害の報復」という内容が，どの程度代表的なも

のかは明らかになっていない．そこで，本研究で

は国内の代表的な民間伝承のデータベース（怪

異・妖怪伝承データベース）[10]に収録されてい

る事例「タタリ」に関する事例を全て抜き出し，

「自然物に対する報復」という性質がどの程度一

般的に見られるのか検討する．�

２．方法�
国際日本文化研究センターが Web 上に公開し

ている「怪異・妖怪伝承データベース」[10] のデ

ータを用いた．�
怪異・妖怪伝承データベースは民俗調査などで

報告された怪異・妖怪の事例を網羅的に収集した

データベースであり，国内の民俗学雑誌などを中

心に採取された３万件以上の事例が収録されて

いる．Web 上から利用できる書誌情報は，事例番

号，事例の呼称，出典，話者（引用文献），地域，

要約である．�
データセット：2021 年 3 月時点で Web 上でアク

セスできた事例の書誌情報(2.3.1 版)を用いて分

析用のデータセットを構築した（前処理およびデ

ータの特徴の詳細は佐藤・中分（2021）を参照の

こと[11]）．事例の呼称(カナ)に「タタリ」を含む，

または要約文に「タタリ」「祟」「たたる(動詞)」
のいずれかを含む（正規表現で‘(タタリ|祟|たた

[らりるれっ])’）レコード 1509 件を分析に使用し

た．分析には Python(3.7.9)を用いた．�
頻度分析：各レコードの各要約文を対象に形態素

解析を行い，単語の頻度を集計した．形態素解析

には Python のライブラリである spaCy(3.4.1)およ

び GiNZA(5.1.2)を用いた．内容の理解に寄与しな

い助動詞などの語はストップワードとして集計

対象から除外した．表記揺れや同カテゴリに含ま

 
1 表１の「たたり/タタリ/祟り」の件数が全レコード数と一

致しないのは，呼称にのみ当該文字列を含み要約文本文には

含まない事例，動詞しか要約文に含まれていない事例がある

ため． 

れる単語は適宜統合して集計した．�
共起分析：文書を単位に単語の共起頻度を求めた．�
また中心的な単語を明らかにするために，名詞と

動詞の共起ネットワークについて，共起頻度を重

みとした非有向重み付きグラフとして以下のネ

ットワーク中心性の指標を算出した：�
・次数中心性：次数が高い（他のノードと多くつ

ながっている）ノードほど高く評価する指標�
・媒介中心性：他のノード同士の最短経路上にあ

るノードほど高く評価する指標�
・PageRank [12]：中心的なノードにつながってい

るノードほど高く評価する指標�

３．結果� �
3.1. 単語の頻度 
名詞の頻度を表１に示した1．仮説で想定した

ように，自然物である「木/大木」「山」「池/沼/
淵」といった単語が実際に上位に出現してい
た．また，「木」に関して要約文本文を確認した
ところ一部例外も含まれるものの，多くが木を
燃やす・伐採するなど樹木を損傷する内容であ
った2．�
動詞の頻度を表２に示した．「祟る」が最も多

く，「祀る」が次いで多かった．これはタタリに
関する伝承が，「タタリによって被害が発生し，
祀ることによって解決される」ないしは「祀ら
れているものに危害を与えて祟られる」という
筋立てが多いことを示している．また，「死ぬ」
「殺す」がその次に多く，タタリの契機として
動物や人物の殺害が，タタリの結果として死
（病死・事故死）が多いことを示唆していると
考えられる．�

3.2. 共起分析 

名詞の共起分析の結果を図１に示した．�
タタリ伝承においては「家」が中核的な主題

であり，「子」や「病気」といった要素が関連し
ていることがわかる．「家」に関しても要約文本
文を確認したところ，家が建造物を指す場合も
あるが「家筋」「その人の家」といった家族や一
族に関連する意味で用いられるケースが多く，
タタリの被害を受ける対象である場合が多いこ
とが確認された．�
タタリを起こす存在である「蛇」や「神」「山

の神」「天狗」といった語は「池」「山」「木」と
いった自然物と共起するケースが多かった．一
方，「狐」「霊」などは自然物との共起が多くな
く，自然物のタタリとは異なるカテゴリに含ま
れる可能性が示唆された．

2 たとえば場所の表現（「天狗の出る場所が大木の近く」）

や供物（「麻木と榊を盆のお供えものにする」）などがあっ

た． 
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� �
表１ タタリ伝承における頻出語（名詞）

�
�

表２ タタリ伝承における頻出語（動詞）

�
�

�
図 「タタリ」伝承における名詞の共起ネットワーク

「タタリ」を除いた出現頻度 以上の単語について，共起が 以上の場合． は複数の単語を統合

したもの（表１参照）

順位 単語 頻度 順位 単語 頻度 順位 単語 頻度

� 祟る ��� �� 持つ �� �� 頼む ��
� 祀る ��� �� 拝む �� �� 入れる ��
� 死ぬ ��� �� 恐れる �� �� 通る ��
� 殺す ��� �� 治る �� �� 取る ��
� 出る ��� �� 食べる �� �� 落ちる ��
� 建てる ��� �� 帰る �� �� 流す ��
� 呼ぶ �� �� 埋める �� �� なくなる ��
� 作る �� �� 思う �� �� 受ける ��
� 入る �� �� 起こる �� �� 植える ��
�� 住む �� �� 聞く �� �� 掘る ��

順位 単語 頻度 順位 単語 頻度 順位 単語 頻度 順位 単語 頻度

� たたり�タタリ�祟り ��� �� 塚 ��� �� 天狗 �� �� 不幸 ��
� 家 ��� �� 墓�墓地�墓場 �� �� 屋敷 �� �� 先祖 ��
� 蛇�大蛇 ��� �� 水 �� �� 馬 �� �� 地 ��
� 神 ��� �� 川 �� �� 場所 �� �� 稲荷 ��
� 木�大木 ��� �� 村人 �� �� 地蔵 �� �� 妻 ��
� 村�集落�部落 ��� �� 松 �� �� 火 �� �� 海 ��
� 山 ��� �� 山伏�行者 �� �� 病人 �� �� 河童 ��
� 病気�病 ��� �� 田 �� �� 目 �� �� 道 ��
� 子�子供 ��� �� 祠 �� �� 足 �� �� 話 ��
�� 山の神�荒神�地神 ��� �� 男 �� �� 首 �� �� 餅 ��
�� 石 ��� �� 寺 �� �� 土地 �� �� 人々 ��
�� 池�沼�淵 ��� �� 娘 �� �� 夜 �� �� 枝 ��
�� 神社�社 ��� �� 猫 �� �� 頭 �� �� 祭り ��
�� 霊�怨霊�死霊�亡霊�幽霊 ��� �� 供養 �� �� 部 �� �� 主人 ��
�� 狐 ��� �� 女 �� �� 代 �� �� 正月 ��
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�
表３ 各タタリ主体と共起しやすい語（上位 件）

�
�
�
�

表４ ネットワーク中心性指標における上位語

�
�

�

たたり� �� たたり� �� たたり� �� たたり� �� たたり� ��
家 �� 木�大木 �� 家 �� 家 �� 稲荷 ��

池�沼�淵 �� 松 �� 木�大木 �� 村 �� 家 ��
山 �� 山 �� 村� �� 子�子供 �� 神社�社 �

木�大木 �� 枝 � 神社�社 �� 神 �� 病気�病 �
娘 �� 山の神� � 山の神� �� 墓 �� 山 �
村� �� 家 � 病気�病 �� 神社�社 �� 猟師 �
水 �� 通り � 子�子供 �� 人々 � 子�子供 �
神 �� 芯 � 祠 �� 足 � 男 �

病気�病 �� 絶対 � 蛇�大蛇 �� 川 � 村 �
�複数の単語を統合したもの（表�参照）

蛇 大蛇 神天狗 霊� 狐

家 ���� 家 ���� 家 ����

祀る ���� 祀る ���� 死ぬ ����

死ぬ ���� 死ぬ ���� 祀る ����

殺す ���� 木�大木 ���� 殺す ����

出る ���� 殺す ���� 出る ����
村 集落 部落 ���� 村 集落 部落 ���� 木�大木 ����

木 大木 ���� 出る ���� 村 集落 部落 ����

神 ���� 蛇�大蛇 ���� 神 ����
蛇�大蛇 ���� 病気�病 ���� 蛇�大蛇 ����
病気�病 ���� 子�子供 ���� 病気�病 ����

山 ���� 神 ���� 山 ����
神社�社 ���� 霊� ���� 子�子供 ����
子�子供 ���� 山 ���� 神社�社 ����

建てる ���� 正月 ���� 霊� ����

次数中心性 媒介中心性 ��������
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そこで「蛇」や「神」「霊」といったタタリの
主体となりうる語と名詞と共起していた語上位
10 件を表３に示した．�
「蛇/大蛇」については「池/沼/淵」「山」「木/

大木」といった山や水場といった自然環境との
共起が多くみられた．「天狗」については「木/
大木」「松」「山」など，山林に関わる語との共
起が見られた．「神」については，「木/大木」
「山の神/荒神/地神」といった山や木に関わる語
だけではなく，「村」や「神社」といった語とも
共起していた．�
一方で，「霊」については「村」や「墓」，

「人々」といった共同体に関わる語との共起が
多く，蛇や天狗のような「木/大木」や「山」と
の共起はみられなかった．「狐」については「稲
荷」や「神社」といった稲荷信仰との関わりの
ある語とともに，「山」「猟師」といった語も共
起しており，信仰対象や怪異的存在としての狐
と実在する動物としての狐の双方が含まれるこ
とが示唆された．�
名詞に加え動詞も含めた共起分析を行い，ネ

ットワークの中心性指標を求めた（表４）．次数

中心性・媒介中心性・PageRank のいずれの中心

性指標においても「家」「死ぬ」「祀る」が上位

３位に含まれており，これらがタタリ伝承の中

心的な単語であることがわかった．また，指標

によって多少の異同はあるものの上位単語の順

位についてはおおむね一貫しており，頑健性の

ある結果であった．�

４．考察�
本研究では，データベースを用いた計量的分

析によってタタリ伝承においては「報復する自
然観」を支持するような伝承が優勢であること
が見出された．これらは，この自然観に関する
怪異伝承が単発的に語られた事例ではなくある
程度の一般性をもって報告されていることが示
唆された．�
共起分析の結果からは，「家」がタタリ伝承の

中心的な主題であり，タタリの対象が個人では
なく，「家族」や「一族」といった血縁集団であ
るという可能性を示していた．個別に内容を確
認した結果からは「村」「集落」がタタリの対象
となるケースも複数見られたが，「家」に対して
これらがどの程度一般的であるのかについては
今後より詳細に検討する必要がある．具体的に
は，各資料においてタタリの原因を作った人物
とのタタリの被害者の範囲について，コーディ
ングするという方法があるだろう．また，タタ
リの被害の大きさについても，「腹痛」といった
比較的に軽度なものから，「洪水」といった重度
のものが存在しており，これらについてもコー
ディングし分析することによって，タタリ伝承
のより詳細な理解につながると考えられる．�
本研究の限界として，地域性の問題がある．

今回は「タタリ」伝承研究の端緒として，デー
タベースに含まれる事例すべてを均等に扱って
分析した．しかし「怪異・妖怪伝承データベー
ス」では都道府県によって資料の量に違いがあ

ることがわかっている[11]．今後，これら地域性
を考慮・補正した分析も必要であろう．�
本研究の結果は，広範的超自然罰(broad 

supernatural punishment) [6]が人間社会における秩
序維持のみだけではなく，人間と自然との在り
方についても適用可能な概念であることを示唆
するものである．特に興味深い点は地域の自然
環境の維持に貢献していたという主張[8]と一貫
しているということである．�
これまでの超自然罰研究では，「道徳神仮説」

[4]に関連して人間社会における協力行動の違
反，他者への危害といった社会規範への違反に
ついて着目していた．これらは確かに大規模な
社会の実現という問いにおいて重要であるが，
一方で地域社会と自然環境との関わりにおいて
生じる課題（e.g., 過剰な伐採による洪水の発
生）においては必ずしも道徳的な性格を持ち人
類を監視する「神」ではなく，自然への過度の
開発に警鐘を鳴らすようなタタリ伝承を信じる
ことで十分に機能した可能性も考えられる．一
方で，タタリ信念を持つことは社会や環境の変
化に対して過度に保守的に働く可能性がある．
人口増加の圧力のある中で人々がどのようにタ
タリと折り合いをつけて暮らしていたかについ
ては個別の信念だけではなく，システムとして
の信念体系の観点から明らかにしていく必要が
あるだろう．�
本研究では社会と環境との関わりの観点から

民間伝承を分析した．こうした民間伝承にあら
ためて着目することは，自然を維持した上で社
会を発展させる，持続可能な社会を構築するう
えで有益な示唆を与えてくれる可能性がある．�
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